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株式会社 ぶんか社
 


ワンコ系年下カレシはグイグイ来ます！





幌井学司・著

ゆめきよ・イラスト









※本作品の内容はすべてフィクションです。

　実在の人物・団体・事件などには一切関係ありません。








『そろそろ仕事あがる時間ですか？　おつかれさまです』

　そんな何気ない一言のメッセージがちょっとした癒やしになっているのを実感する。

　送ってきた相手は年下の男の子。ネットの……友達？　なんというか「懐かれてる」みたいな感じ。

　これが送られてきたのは一時間前。今更返すのも悪いなと思う。

　でも携帯の通知は普段から切ってあるし、もともと深夜に起きていることも多いって言ってたし──と思い直してメッセージを返した。

『ただいま。いま帰ってきた』

　返事には期待しない。

　スマホを閉じて、かわりに鍵を開けた。

　深夜二時の帰宅。一人暮らしの部屋に入って自分の家のにおいがすると少し安心してしまって疲れてるなと思う。

　居眠り運転をしたというはっきりした自覚はないけれど、いつの間にか信号が青になっていることなんて日常茶飯事で、まだ赤だと思っていても実は寝ていて赤青黄赤と一周したのかもしれない。そんな感覚が帰りのときにいつも付きまとっていて危ない。

　スマホがバイブする。

『おかえりなさい！』

　──まだ起きてたんだ。

　少し嬉しくなる。別に私を待ってくれてたわけじゃないんだろうけど。

　私の仕事はネットメディアの編集で、聞こえだけはいいものの、要はなんでも屋に近くて……自分で記事も書くし取材もするし撮影もするしイラストやデザインまで時々、被写体として写り込む仕事なんてものまである。

『そういえば今月の特集記事の写真、端っこにちょっと写ってるよ』

　ベッドに寝転びながらネットの友人の、年下の男の子にもう一度メッセージを送った。

『本当ですか！　どこの──』

　次の反応はすぐにあった。彼は今日もこんな時間に起きている。

　彼と知り合ったのはネットで。会ったこともない。同業者が集まる掲示板で、記事の作り方なんていうソフトな問題から特定のアプリの動作についての技術的な問題まで、広く話し合っている場があった。

　スレッドに書き込みがあって、それぞれの書き込みにはIDが振り分けられてあって、そのIDを追えばＳＮＳに紐付けられたりしていて……。特定の誰かを追おうと思えば追うことができる、場合もある。

　面白いことを書いている人がいるなと思っていたところに、まさにその相手のほうから私のＳＮＳに連絡がきたのだった。

　ちょっとだけ運命を感じた。

　ちょっとだけ。

　最初の連絡はどんな雰囲気だったのかもう覚えていない。好きな本や映画の話を少しして、気が合う相手だとは思ったかもしれない。

　やりとりを続けるうちに紙面を埋めるためにあるような記事の手伝いをお願いするようになって……。私としては体ていの良いアルバイト扱いをしてしまって申し訳ないくらいだけど、彼は喜んでやってくれているように見えた。

　彼の仕事は早い。

　良い意味で適当だ。

　彼に依頼しているのは、つまり誰も気に留めない、文字が埋まっていれば良い記事であることを理解していて、雰囲気でそれなりに見えるように書いてくれている。

　きっと地頭が良いんだろう。

　三十代になっても駆けずり回るような仕事をしている自分とは違う、まだ学生で、きらきら輝くような──。

『ごめんちょっと寝てた』

『大丈夫ですか？　最近毎日遅いですよね』

　チャットのログを見ると、前回の発言から十分ほど経ってしまっていた。

『居眠り運転してるかも』

『それほんと危ないですから。いま何か俺に手伝えることってありますか？』

　きみは優しいねえ、と言おうと思ったけどストレートに言うのは恥ずかしくて適当な絵文字をつける。ふざけた雰囲気で。

　自撮りの画像を送り合ったことなんてない。だから彼の顔は知らないし、彼のほうも私の顔は知らない。

　通話もできるチャットアプリだけど、声も聞いたことがない。

　声で話してみたい、顔を知りたいと時々思うけど、今のこの関係が心地いい気もする。

　仕事の話をする。

　ときどき仕事の依頼をして手伝ってもらう。

　日常の話を少しする。

　それで満足。

　……多分。

　それからもう少し話したと思う。日常の話。くだらない話。

　くだらなくてもなんだか癒やされるような、忙殺される日々のなかで大げさに言えば人間性を取り戻せるような──。

『遅くなったときに送り迎えとかしてくれる人がいたらいいですよね。居眠り運転は普通に危なすぎですし』

　確かにそんな人がいたらとてもありがたい。相手に悪い気もするけれど。

『俺、いま免許とってるんですよ。とれたらアサコさんがどうしてもキツイ時とか、呼び出してもらったらいくらでも──』

　メッセージの文字列を眺める。返事を考えながらメイク落としくらいはしなきゃと思ったか思わなかったか、まぶたが落ちていく。




　──ぼんやりしたまま体を起こす。

　もう朝になっている。

　最後に見た文字列は夢だったのかもしれないとまず思って、スマホの画面を見直して──そのログが残っていることを再確認する。

　ジンくん──ジンというのは彼のハンドルネームだ。私のハンドルネームはアサコ。

『ごめん寝てた。免許とってるんだ。頑張ってね』

　簡単な返事をしてすぐに朝の用意を始める。

　昨日の夜のうちに返事していたらおかしな返事をしてしまったかもしれない。

　出社してデスクに着くまでの間にまた少しジンくんからの返信があった。

　忙しくてあまり返す暇もないんだけど、彼のほうは日常のなんでもないことを思いついたように話してくる。

　読んだ本の話や見た映画の話。友達の話。食べたものの話。

　私に話してもしょうがないようなことな気がするけれど、なんでもないことでも話しかけてくれるとなぜか少し嬉しかった。

　仕事が忙しい毎日のなか、世間話をするような相手も少なくなってしまった。女友達とたまに会えば会話に花が咲くけれど、やっぱり会うとなるとそれなりの時間と準備が必要だ。

　こうしてネットを介してちょっとした話を聞くくらいが今の私にはちょうどいい。

『そういえば記事、見ましたよ。写真も見ました。後ろ姿で写ってる、髪の長い人ですよね？』

　昼休みにまた返信。

　一瞬なんの話だろうと思ってしまって、昨日寝る前に自分が言ったことを思い出す。

　あんな画像の記事をわざわざチェックしたんだと思うと少しおかしい。

『アサコさん、美人風ふうですね！』

　ふざけた調子の言葉だけど気分は悪くない。私──アサコの発言がチャットソフト上に表示される。

『〝風〟ってどういう意味なの、〝風〟って』

『だって顔はほとんど見えてないじゃないですか。でもこの雰囲気なら美人だと思うな』

　あまりハードルを上げないでほしい。頬がちょっと熱くなってしまう。ということは私は嬉しがっているんだろうか、なんて冷静ぶって考えているけれど口の端が上がってしまっているのは自分で気付いている。
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「なんだかなぁ……」

「どうかしました？」

「あ、いえ」

　隣の同僚に不思議そうな顔をされて愛想笑いで返す。

　すごく怪しい人になってしまっていたかもしれない。

　だらしのない笑みは打ち消して仕事に戻った。

　午後の企画会議が始まる。ＰＶビュー数を稼げるのはやっぱりカップルをメインにした企画でしょうという上からのお気楽な提案があって、編集長がなんとかそれを現実的な線に落とし込んで企画にしていく。

　決まったテーマは──。




『駅に着いたんで、今から電話します。うわー、緊張するな』

『了解。まあ仕事だから、構えずに』

　今回の企画のテーマは、デート向きの飲食店のグルメレビューだった。実際にその店に訪れていた恋人同士のレビューをまとめた記事、という雰囲気で、クチコミの気安さと本当らしさも演出していく。

　読者に親近感を持ってもらえるよう、こんな雰囲気の男女がこんなお店をおすすめしています、という写真も付ける。

　かといってそう簡単に一般人からクチコミレビューや撮影の許可を引き出せるわけもなく、記事の半分は社内の人間や知り合いで調整することになってしまった。

　私もまた調整するために駆りだされた人員の一人で……。

　──電話がかかってくる。

　ジンくんの番号。

　初めて声を聞く、どころかもうすぐ実際に会って──後ろ姿だけとはいえ恋人同士として写真も撮ることになっている。

「もしもし」

　受話器をとった瞬間に、後ろから声をかけられた。

「アサコさん！」

「あ──」

「やっぱり。後ろ姿ですぐにわかりました」

　人懐こい笑顔で待ち合わせ場所に現れたのは精せい悍かんで清潔な印象の青年だった。背も高くて、おまけに──。

「あはは、思ったより可愛いかも。あ、違いますよ。そういうことじゃなくて。もっと美人系かと思ってたんですけど。可愛い系だったってことで」

「そ──そう」

「あの写真だと背も高そうに見えたんですけど、そうでもないですね。やっぱ可愛いかも」

「────」

　初対面から私は少し圧倒されてしまっていた。

　快活で健康そうで、明るくて──おまけに顔もかなり良い。こんな子と今まで深夜にチャットしていたのかと思うと変な気分になる。

　もっと文系の男の子を想像していたのだけれど、活発そうだしよく喋る。

「取材するお店のこと、こういうときは〝現場〟

　とかいうんですかね？　そのほうがギョーカイジンっぽい？」

「どっちでも。えっと……駅の南口から出て、歩きながら軽く打ち合わせね」

「了解です。行きましょう！」

　駅の階段を降りていく。

「えっと……わかってると思うけど、今回は恋人同士が店を訪れているという体ていで記事を……」

「もちろん、わかってますよ。アサコさんの相手役が俺なんでしょ？」

　──架空の恋人同士のエキストラの動員。私自身も編集部員兼エキストラ。その相手として選んだのがジンくんというわけだった。

　今更だけど少し早まってしまったかもしれないと思う。

　相手役は他の知り合いに頼んでも良かった。

　あるいは私がエキストラとして出張らなくても良かったかもしれない。

　こういう企画があって、でもスケジュールが押してて、みたいな話をしているうちにいつの間にかジンとアサコが登場する記事を作ることになってしまった。

　やっちゃったかな、早まったかなとか思うけれどもう仕事としては始まってしまった。

　だからやるしかない。

「良かったら記事も俺が書きますよ。そのほうが早いでしょ。アサコさん忙しいんだし」

「それは……助かるわ。正直」

　本当に助かる。そうそう、こういう仕事を頼む展開も見越して彼を恋人役に選んだんだ。

　きっとそうだ。そのはずだ。あくまで仕事のためであって──。

「──わ、危ない」

「え──」

　急に体を引き寄せられた。

　目の前を、歩きスマホしている人が通りすぎていく。

　私の腰には回された腕。

　ぶつかりそうになったところをジンくんが引き寄せてくれたらしい。

　その一連の動作のあまりの自然さに私はなんだか感心してしまう。

「……ありがとう」

「どういたしまして。なんなら手つないどきます？」

「もう、ふざけないで」

「あ、すみません……。これ言いましたっけ？　うち小さい妹がいるんで、つい。失礼しました」

　彼は今更、腰に回していた手を気まずそうにじわじわと離した。

　意外と女慣れしてるんだろうかと思ったのは一瞬だけ、ジンくんが慣れてるのはきょうだいの扱いだったみたいだ。

「えーっと……これも言いましたっけ？　母親が田舎の人で、正月の親戚の集まりとかすごい人数なんですよ。小さい子たちもいっぱいいて」

「あー、聞いたかも」

「いつも相手させられてたんで。その癖で……」

　その癖で、っていうのもけっこう失礼じゃないかと思う。

「アサコさん小柄だし、その……あ」

　私の表情や雰囲気から察したのか、更に失礼なことを言ってることをやっと自覚したらしい。

「身長高いと大変かもね。こう、腕でブランコみたいなのしてあげたり？」

「そう！　そうなんですよ！　小さい子ってほんと容赦ないですからね」

　私が会話に乗ってみると、なんとか失言をフォローできたと思ったらしい。ほっとしたような調子で話しだす。

　……ジンくんも緊張してるのかな。

　そう思うとこっちも気が楽になる。

「ちょっと時間押してるから。行きましょ」

「あ、はい。そうですよね。飲食店だとあと一時間くらいで夕方の開店の時間だろうし……」

「そうね。急がないと」

「あ──すみません、」

　今度は軽く肩を抱かれ、引き寄せられた。

　私が直前まで歩いていた場所を自転車が通り抜けていく。駅前の雑踏を縫うような運転で、危ないじゃないかと普段の私なら地味に憤慨していたと思う。

　けど──彼に引き寄せられて、もしかして普段の私は随分うかつでぼんやりしているのではないかとも思ってしまった。

「危なかったですね」

「そう、ね」

「危なっかしいですね」

「うん。……？　え、私が？」

「あ。はい。いえ。なんでもないです」

　二言目はうっかり本音が出てしまったような雰囲気。

　彼の手がゆっくり肩から離れていく。

　いつまでもぐずぐずしていられないわけだし、と私も思い直した。

「行きましょう」

「はい、あ──」

　歩き出して数歩、今度は手にあたたかいものが触れる。

　──彼の手だ。

「待ってください」

「な、なに？　早く行かないと──」

「道。そっちじゃないです」

「え」

「ここ曲がります。一応、地図で予習してきたんで」

「そっか。あ、この路地の並びの感じ……。確かに……そうだったかも」

　頬が少し熱いかもしれない。

　なんだかんだで手まで繋がれてしまって曲がり角、裏通りの路地に入っていく。

「時間押してるなら俺が案内しますよ。行きましょう。けっこうわかりにくい場所ですよね」

「…………」

　歩いているうちに自然と彼の手は離れていった。

　少し名残惜しいと思ってしまったのは内緒だ。

「えーっと……。うん、合ってる。こっちです」

「うん」

　数歩先を歩く大きな背中に頼もしさを感じてしまったのも内緒だ。

　小さい頃にもしこんな〝お兄さん〟がいたら……なんて恥ずかしすぎる想像はやめておこう。




　取材なんていってもごくごく小人数。

　料理や店内の写真を撮って、それから〝恋人同士〟の撮影もしてもらう。

　撮影係として同行した同僚は、私とジンくんの雰囲気に何か思うところがあったらしい。

「もっと寄って」「手つないでみて」「肩組んでみて」なんて注文を散々されてしまった。

　ジンくんが真面目に律義にそれに応えていくせいで時間は更に押してしまって、もう同僚の段取りの言いなりになるしかなくなる。

　できるだけ恋人同士っぽく見えるように、試行錯誤を重ねて──。

　小一時間ほどで取材は終わった。一応予定どおり。もう夕方になっている。

「あれ？　もう一人の人、帰っちゃいました？」

　同僚は一足先に帰っていった。取材した店から出たところ、もう暗くなり始めた路地にジンくんと二人で立っている。

「そうみたい」

「挨拶しそびれちゃいました。アサコさんのほうからよろしくって伝えといてもらえますか」

「気にしないと思うけど。伝えとくね」

　しかし改めて思い返してみると……どうしてこんなことになったんだろう。

　ネットではそれなりに話す仲にはなっていたとはいえ、初対面の男の子相手にすることじゃないと思う。

「あー、けっこうお腹いっぱいになっちゃいました」

「まだ学生さんなんだから。もっといっぱい食べても良かったのに」

「いや、あれ以上は……はは」

　取材した店で写真を撮らせてもらった料理はなるべく残さず食べるようにしている。よほど取材慣れしている店は別だけど、そうでない店の場合は食べていって当然だろうという空気のときも多い。

　一日に何店も取材していると正直お腹が限界になってくるから、若い男の子の食欲が味方になってくれるのはありがたかった。

　さっき取材したお店の料理はジンくんが食べてくれたというわけだ。

「あ、そうだ。さっきのご飯だけがバイト代っていうわけじゃないからね。別でちゃんと出すし」

「はい」

　そこが気になってるのかなと思ってフォローしてみてもジンくんの顔はどこか浮かないままだった。

「ジンくん」

「はい？」

「……さっきのご飯、実は口に合わなかった？」

「え？　ああ、いえ。全然。そんなことないです。おいしかったです」

　ここで話して店の中まで聞こえるわけはないんだけど、なぜか内緒話みたいに顔を近づけようとしてしまって──おまけにそのせいで私はつま先立ちになって、彼のほうはちょっと屈んでくれていた。

「ぷ……ふふ、ははは」

「な、何。なんで急に笑ってるの」

「いや、アサコさんがこう、背伸びしてるのがちょっと……いや、すみません。それに急に真剣な顔して聞いてくるから何かと思ったら、ご飯って」

「……私なりに気を使ったんですけど」

「あはは、ですよね。すみません。でもちょっとツボに入って……」

「変なところでツボに入るよね」

　たった一時間余りだけど実際に会って話している空気にお互いに慣れてきたんだろうか。

　いつもチャットしているときの感じを少しずつ思い出していく。

「アサコさんだってたまに言うことちょっとおかしいですよ」

「そうかなぁ」

　ともかく取材は終わったわけだし、と路地をゆっくりと歩き出す。

「けっこう良い感じのお店がいっぱいありますね」

「うん。他にも取材したことあるお店もあるし」

「よく来るんですか？」

「仕事でなら」

「……個人的には？」

「そんなヒマないよ」

　なんだか微妙にもたついたような言い回しが気になる。

　歩きながらだんだん駅に近づいてきて、ふと腕時計を見たところで──彼は立ち止まっていた。

「どうしたの？」

「俺……いや、今日、誘ってもらえて嬉しかったです」

「嬉しかったんなら……こっちも嬉しいよ」

「まあ仕事なんですけど……。でも誘ってもらえるのって嬉しいじゃないですか」

「うん？　うーん……、そうだね」

「アサコさんはこの後も予定あるんですか？」

「帰って仕事しないと──」

　何気なく答えると、彼は立ち止まったまま少し俯いた。

　そして顔を上げ、意を決したように言う。

「最近っていうか、俺と知り合ってからもうずっと仕事仕事じゃないですか。だから……ある意味安心なんですけど」

「……安心？」

「息抜きも必要だと思って……この辺にあるお店、一通り調べてきたんですよ」

「そうなの？　どうして──」

「俺もアサコさんを誘おうと思って」

「え──」

「仕事ですけど、誘ってもらえて嬉しかったんで。俺も誘おうと思って。おかしいですか」

　別におかしい話ではないと思う。

　コミュニケーションというのは挨拶をもらって挨拶を返すところから始まって、相手にもらったり相手にあげたりするところに本質がある──というような記事を読んだこともある。

「でもですね、よくよく考えたらアサコさんのほうがお店とか詳しいわけですよね。だから俺が調べたところとかもう知ってそうだし」

「ああ──、ううん。そんなの。別に気にしなくて良いと思うよ」

「それにさっきいっぱい食べたのにまた別のお店に入ったらめっちゃ食いしん坊みたいになりますよね」

「あはは、それこそ気にすることないと思うよ。ほら、飲み会なら二次会とかあるわけだし──」

「そうですか？　じゃあ一緒に行ってくれますか」

「うん。うん……？」

　なんだかよくわからない。

　よくわからないうちに彼は私を誘っていて、私はそれを了承したような空気になってしまっている。

「アサコさん、忙しいし。こんなことでもないと誘える機会もないと思うし。俺はアサコさんを……デートに誘いたいと思ってるんですよ」

「は……はい。え？　思ってるんですよ、って言われても」

　遠回しなようなストレートなような言い方に微妙に混乱していると、彼ははっきりと言った。

「これから俺とデートしませんか」

「──いきなり、そんな」

「いきなりじゃないですよ。話すようになってからもう三ヶ月は経ってると思うし」

「でも、会ったのは初めて──」

「誰だって最初は会うのは初めてでしょう」

　そりゃそうだ。

　というかよくわからない論理になってきた。

「お見合いとか初対面同士で結婚までするんですよ？」

「いやいや、お見合いっていってもいきなり結婚するわけじゃないから。後に二人でデートとかするよ、普通。戦国時代じゃないんだし」

「え、そうなんですか？」

　私が頷くと彼は若干気まずそうな表情になる。

「それにお見合いって。こういう時って普通合コンとかが例として出てくるんじゃないの？」

「あ──そうですね。そうでした。そうか……合コンを例にあげれば良かったか……さすがアサコさんですね」

「いやいやいやいや、さすがとかじゃなく」

　口元に手を当てて、なるほど得心したという風にジンくんは私に熱い視線を注ぐ。いわゆる尊敬の眼差しに近い。

　こんな妙な会話で尊敬される筋合いはどこにもない。

「やっぱ俺、アサコさんと会える時間を大切にしたいと思うんです。もっと話したいです」

「……はい」

「なので……。一杯、付き合ってくれませんか」

　とぼけた会話の後だけど、彼の瞳の色は真剣に見えた。

　冗談やいたずらでデートに誘うタイプにも見えないし。

「今日やる予定だった仕事、俺に振ってくれてもいいんで」

　おまけにダメ押しまでされて。

「……わかった」

　私は頷いていた。




　二人で入ったのはこの辺りでは評判らしいという、こぢんまりとしたバーだった。

　ジンくんは若干緊張したそぶりを見せながら飲み物を注文する。

　それから──。

「──あの映画は良いですよ。小さいときに親が観てるのを一緒に観た覚えはあったんですけど、あんま覚えてなくて。それで今回改めて観てみたんですが、やっぱり良かったです」

「印象に残ってるシーンとかある？」

「シーン一つ一つより全体の画作りっていうか──」

　多少お酒を飲んで舌の回りも良くなってきたんだろうか。

　思ったよりもずっとよく喋る。

　一通り映画や本の話をした。ネットで喋ることと変わらないといえば変わらない。だけど私にとってはけっこう面白い時間だった。

　いつもするような話を彼の身振り手振りや表情と併せて味わうのはなんだか感慨深いような気がしてしまって。

　ああ、あの言葉はこういう調子で言っていたのか、みたいな感動がある。

　ジンくんはお酒はあまり強いほうではないらしく、ごくゆっくりとしたペースで飲んでいた。

　大学生ならもっと無茶な飲み方をする人もいると思うけれど、そういうタイプではないらしい。

　そんなところも彼らしくて、ゆっくりグラスを傾けるのを見ているとなんだかあたたかい気持ちになる。

「ところで──アサコさん」

「うん？」

「やっぱり、その……。実際に話してみて確信が持てました。俺にとってはアサコさんは……。なんでしょう。え……得難い人だと思うんですよ」

「思うんですよ、って言われても。それに得難いってどういう意味なのかいまいち……」

「得難いというのは……つまり。なんでしょう。なんでしょう？」

「なんでしょうって私に聞かれても」

「いま考えるんで。ちょっと待ってください」

　ジンくんは腕組みして静かに目を閉じた。

　数秒。

　腕組みしているだけで、新たな言葉が紡がれることはなかった。

「そういえば、聞いたことある」

「はい？」

「人が腕組みしてるときって、実は何も考えてないんだってね」

「は──」

　ジンくんは閉じていた目を開けた。

「いま何か考えてたの？」

「そりゃ考えて……。いや……うーん……。どうかな。確かに何も考えてなかったかも」

　私自身にも心当たりは多少ある。

　うーん、なんて唸りながら難しい顔をして腕組みをしているとき──だいたい頭のなかは空っぽだ。

　どうしようかなぁ、なんてぼんやり思っているだけだ。その実、答えはもう決まっていたりする。

「腕組みは、考えてるポーズ」

「ポーズですか」

　ジンくんは神妙な顔をしながら腕組みを解いた。

「……弱ったな」

「何が？」

「確かに……何も考えてなかったです」

「あはは、そうなの？」

　ジンくんは少しばつが悪そうに唇を引き結ぶ。

「考えてなかったというか。何も思いつかなかったというか……。やっぱりアサコさんは俺にとって得難い人で……それ以上説明するのは難しいんです」

「あ……。そ、そう……」

　ジンくんの返事の調子は私が想像していたよりもずっと真剣で、少したじろぐ。からかうような言い方をしてしまって悪かったとも思う。

「つまり、正直に言うと──俺はアサコさんをどう口説いたらいいのか考えてたわけです」

「…………」

　ジンくんはまっすぐに私を見る。

　その瞳の色も私が想像していたよりもずっと真剣だった。

「私に言われても……」

「じゃあ他の誰に言うんですか──って、すみません。なんか俺がアサコさんを問い詰めるみたいになってますよね、これじゃ。でも口説くってそういうことなのかなぁ……」

　ジンくんは難しい顔をしながら頭をかく。

「口説くなんて初めてで。どうしたらいいのか……ってこれこそアサコさんに言うことじゃないですね」

　自嘲するように笑ってからジンくんは一度目をそらした。

　だけどその時間は決して長くは続かない。

　真剣な色を帯びた瞳がまた私を見つめる。

　誰かにこんな風に見られたことはこれまであっただろうか、と記憶を探りながら私は口を開いた。

「ジンくんは若いんだし。他にも出会いはいくらでもあると思うよ」

「そんなことはないです。案外無いです」

「そうかな」

「……無いです」

　彼は言い切った。

　しばらく沈黙が下りる。

　私もどう応えたらいいのか、だんだんわからなくなり始めている。
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「アサコさんを困らせてますよね、俺」

「そんな──」

「でも困ってもらえるのってちょっと嬉しいですね。本当に全く脈がなかったら困るも何も無いと思うんですよ。断って終わり、それだけでしょう」

「…………」

　一理あるかもしれない、とも思い始めてしまっている。

「話が通じる相手って案外いないものじゃないですか」

「そうかな」

「そうです」

　また言い切る。

「映画の話にしても本の話にしても……趣味が通じるっていうのは貴重なことです。俺にとっては」

　私にとっては──どうだろう。

　そう簡単なことではないとは思う。

　最近は同じ趣味の仲間を探す気力もあまり無くて、ほとんど忘れてしまっていた感情だ。

　感傷といってもいいかもしれない。つまりセンチメンタルだと思っている──話が合う人を探すということを。

　話なんて合わなくて当たり前。

　でも別に、合わなくてもそれなりに付き合っていくことは不可能じゃない。

　それは私にとっての確信でもあって──同時に少し寂しい気もした。

　わかり合えなくて当たり前なんだから、と思うのは社会に出たら当然の心構えだと思う。

　そう考えることに慣れすぎてしまって、気が付けば心は乾いてひび割れている。だけどそれも当たり前のことになって、次第になんとも思わなくなっていく。

　誰とでも話せるようになるにつれて、かえって自分の殻に閉じこもって外に出ることはなくなる。

「……温度はあるかもね」

「温度？」

「話が全部合うわけじゃなくても……同じくらいの温度で話してもらったら、安心できるかも」

　まっすぐな眼差し。

　私を見ている。

　みずみずしい感情が向けられていることに私は驚いてしまっている。

「アサコさん」

「うん？」

「俺、すげー緊張してるんです」

「……うん」

「そういう場合じゃないのはわかってるんですけど」

「……？」

「すみません！」

　ジンくんは急に立ち上がった。

　そして店員さんに話しかけ、トイレはどこかと聞いて──足早に示されたほうへと向かっていく。

　……私はちょっと笑ってしまった。




　帰り道。

　店を出て、駅まで歩いていく。

　私の横にはジンくんがいて、ゆったりとした調子で歩いている。

　しばらく沈黙が続いてから、ジンくんは口を開いた。

「今日、会えて良かったです。それに付き合ってもらって」

「ううん」

「やっぱり困らせてるでしょうか」

「…………」

　なんとも答えられなかった。

　だけどジンくんの調子は決して切羽詰まったようなものではなくて、どこか上機嫌な調子があった。

　脈アリと見て図に乗っているような調子の良さではなくて、さっきまで過ごしていた時間を本当に嬉しく思ってくれているような雰囲気で──良い子なんだなと思う。

「俺、けっこう人と会うと……後悔したりするんです」

「後悔？」

「無いですか？　ほら、あの時あんなこと言わなきゃよかったとか。失敗しちゃったなとか。家に帰って布団かぶってゴロゴロしたくなる、みたいな」

「ま、まあ、無くはないけど」

　また少し笑いそうになってしまう。

　ジンくんみたいな背の高い子がそんなことしたらあちこちで体をぶつけそうだ。

「けっこうあちこちぶつけちゃって痛いんですけど」

「……ぷ」

「それ以上に心が痛く……って聞いてます？」

「ご、ごめん。聞いてる聞いてる」

「……。いいなあ、アサコさんには余裕があって」

「そんなこと」

　そんなこと無いよ、と言いかけて途中でやめた。

　ジンくんはそれを察したのかどうかほんの僅かに目を見開いた。

　けれどそれ以上はつっこまずに、自分の話を続ける。

「今日はその、後悔が無さそうで」

「そうなの？」

「会えて良かった、誘って良かった、話せて良かった、言えて良かった……。良かったばっかりですよ」

「それは……。えっと。良かった」

　返答に窮した私がそう返すとジンくんも相好を崩す。

「アサコさんも良かったなら良かったです」

　やっぱりなんだかおかしな調子の会話だ。

「だいぶ冷えてきましたね」

「そうだね。夜は」

「あったかくして寝てください」

　その一言を言われてどこか安心する。

「ジンくんも。風邪ひかないようにね」

　駅に向かって歩き続けている。路地を出て駅に続く大きな通りに出る。すれ違う人もまだまだ多い時間帯。

　私は私と彼の足音を意識した。

「すみません、アサコさん」

「うん？」

「抱きしめてもいいですか」

「…………」

　歩きつづける。

　やっぱりなんとも答えられない。

「さ……寒い季節なので」

「それが言い訳？」

「言い訳じゃないです」

「じゃあ何」

「建前です」

「同じじゃない」

「微妙に違いますよ。言い訳は悪いことをしたときにするものです。建前は……悪いかもしれないけど、自分が正しいと信じてるときのもの……ではないでしょうか」

「正しいと信じてるの？」

「そう……そうですね。これは信念の問題です」

　ジンくんはまた難しい顔をして大げさな言葉を使う。

「信念なんだ」

「はい。俺はアサコさんと一緒にいられれば……いえ、」

　ジンくんはゆっくりとした歩調を緩め─やがて立ち止まった。

「俺はアサコさんとお付き合いできれば幸せだし、アサコさんも俺とお付き合いして……幸せになれる。そう信じて、それが正しいことだと思ってます」

「お、思ってます、って言われても」

「アサコさんのことを幸せにします。俺と付き合ってください」

「────」

　今度は答えられないんじゃなくて純粋に言葉に詰まってしまった。

　私も立ち止まって、大通りの真ん中で立ち尽くす。

「幸せって……お、大げさじゃない？」

「どこがですか。付き合うってそういうことじゃないですか」

　相変わらずのまっすぐな視線。

　私は射抜かれてしまって歩き出せない。

　二人して立ち尽くす。

　なんとも言えないまま、何十秒かが過ぎたと思う。

　風が私たちの間を吹き抜けていく。

「…………あの」

「……うん？」

「マジで寒いですね」

「そうだね」

「風邪ひきそうです」

「……それは建前？」

「え？　あ！　いや……、今のは単純に。こうやってここで立ちっぱなしにさせるのは悪いなと思って」

　やっぱり困らせてますね、とジンくんは続けた。

「抱きしめるって……どんな風にするの？」

「！　ど、どんな風に、とは」

「軽く……？　とか？　……ごめん。私も変なこと言ってるかも。忘れて──」

「いや、変じゃないです。ちょっと待ってください。どんな風に……。それは……えっと。考えてなかったです」

「考えてなかったんだ」

「ええ、腕組みしないといけないところでした」

　ジンくんが大きく息を吐く。白い呼気が風に流れていく。

「アサコさんは、俺にとっては小柄ですし……優しくしないといけませんね」

　大きな犬が子供を前にして悩ましい顔をするように言って、さらに続けた。

「優しくなら……いいですか」

「…………」

　軽く、とは彼は言わなかった。私の言葉につられてそう言っても良さそうなものなのに。

「温度。ってアサコさんは言ってました。それを伝えられるかなと思ったんです」

　思ってもみなかった方向からの言葉に少し驚く。

　決して体温という意味で言ったわけじゃなく、会話や雰囲気の温度という意味のつもりだったけれど──。

　彼なりに私の言葉を噛み砕いて真摯に考えてくれたことは伝わってきた。

「……好きです」

「あ……」

　なおも迷っていた私の肩にジンくんはゆっくりと手を回した。

　優しく。

　その言葉のとおりに、何かを確かめるように少しずつ少しずつ腕でかき抱いていく。

　温度。

　寒い冬の夜。

　ふたりの旅人が抱き合うように抱き合う。異境から来たふたりだ。知れた仲ではまだない。

　今夜限りの仲かもしれない。だけど優しく、相手を傷つけないように抱きしめる。

　きっとそれは彼の信念の問題だからだ。

「好きです、と言おうと思ってたんです」

「も……もう言ったじゃない」

　マフラーとコートが触れ合うごわごわとした感触の向こうに、私は確かに彼の温度を感じていた。

　やっぱり体格差がある。

　大きい。

　広い胸のなか、一瞬何もかも捨てて体重を預けてしまいたくなる。

　だけど──彼はあくまで優しくという約束を守ってくれた。だから私もその約束を違えないようにする。

「言えて良かったです。でもそれだけじゃないです」

「……うん」

「返事はいつでも良いです。待ってます」

　そこまで言ってから数秒──彼は優しく体を離した。

　私の肩を持つ手にだけ、最後、少しだけ力がこもった。




　その次の日や、そのまた次の日くらいまでは私もさすがに緊張していた。

　どんな連絡が来るのか──どんな風に話せばいいのか。

　だけど彼から来たメッセージはいつもどおりの調子で、特別な何かを含んでいるわけではなかった。

　仕事のやり取りもしつつ、お帰りなさいやおはようおやすみの挨拶。日常のさまつな出来事について。

　あれだけ真剣に言ってくれたんだから返事をしないのは失礼だと思う。でも今のこの穏やかな関係が心地いいのも事実で……忙しい日々の生活のなかの、ちょっとした癒やしと安心を崩したくない気持ちもあった。

　ふたりで過ごしたささやかな夜から三週間ほど経ったある日。

　今日は比較的早く上がれた。それでももう夜九時だけど、一応は一息ついたような気持ちで会社の駐車場に向かう。

　と──ひとつの人影があった。

　背の高い男性。顔はよく見えない。

　夜の駐車場の暗がりのなかで見てもすらりとしたそのシルエットはきれいで、あんな人を会社で見かけたことがあったかなとふと疑問に思ったところで──その人影は私のほうに近づいてきた。

「──アサコさん！」

「え……？　ジンくん？　どうして──」

「びっくりさせてすみません。会社の住所とか、調べて──。昨日、今はちょっと仕事が落ち着いてるって言ってたの聞いて、もう今日しかないと思ったんで」

「今日しかないって──それにどうしたの、その格好」

　ジンくんはスーツ姿だった。まだ着慣れておらず、初々しい感じがいかにも大学生や就活生という感じだ。

　だが背の高い彼にその格好はとてもよく似合っている。

「もう就活？」

「いえ、違います。あ、いや──ある意味合ってます」

「？」

「とにかく、今日は俺が運転手になります」

　彼は少しだけ強引に私の手をとった。大きくてあたたかい手。

「こっちです」

「ちょ、ちょっと、待って」

「もうさんざん待ちました」

　全然待ってないじゃない、と言いかけて私は口を噤つぐんだ。そうだ。私は彼を待たせてしまっている。

　あの日の返事。

「免許とりたてなんで。安全運転でいきます」

　いつかの会話を思い出す。

　送り迎えしてくれる人がいれば、なんてことを話してくれた日があった。

　駐車場の暗がりのなかではよく見えないけれど、彼の表情に少しだけ思い詰めたところがあるような気がして──私はおとなしく彼に従っていた。

　助手席に乗り込む。

「シートベルトを」

「……はい」

「レンタカーで、悪いんですけど」

「別に悪くは──。レンタカーでどこか行ってたの？」

「いえ。さっき借りてきたばかりなんで」

「どういうこと？」

　レンタカーを借りるのだって決して安くはない。以前の会話のとおり、本気で運転手役になって送り迎えをしてくれるつもりでも、私の車を使えば良いわけだし──。

「……男心をわかってくださいよ」

「男心」

「免許とって初めてのドライブで、助手席には好きな人を乗せてみたかったんです」
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「────」

　エンジンがかかって車はゆっくりと動き出す。

　ジンくんの運転はまさに安全運転だった。それでいて発進もブレーキもスムーズで柔らかくて、動物的な勘の良さを感じる。

　赤信号で停車したタイミングで、私は半ば恐る恐るジンくんの横顔を見た。

「……すみません。いまけっこうだらしない顔してるかもしれない」

　ジンくんは前を見たまま言う。

「どうして？」

「やっぱすごく良い気分ですよ。助手席に好きな人がいるっていうのは」

「そういうものなのかな……」

「まあ……恋人だったらもっと良かったんですけど。片思いでも、それはそれで」

「…………」

　私も視線を前に戻した。

　信号は青になる。アクセルがゆっくり踏み込まれて景色が流れ出す。

　ジンくんの横顔は決してだらしないものじゃなかった。前を見つめる視線は、私のほうを向いていないのに胸を少し熱くさせた。

　……どうしよう。

　私は彼のことを強く意識し始めている。

「そういえば……スーツなのはどうして？　あ、運転手らしいからとか──」

　思いついたことを言ってみるとジンくんは苦笑した。

「そっか……そういえばそうか。確かに運転手ってスーツですよね。でも違います」

「違うんだ」

「別にコスプレしてるわけじゃないですから。もう一度……告白しようと思ってるんですよ」

「お……思ってるんですよ、って言われても」

「正装のほうが俺の気持ちとか、もっと伝わるかなと思ったんです」

「…………」

「それに俺、スーツ似合うと思うんで。アサコさんを少しでも……ドキドキさせられるかなと思って」

　正直、その采配は当たりだった。

　以前会ったときのいかにも学生という感じの服装も良かったと思うけれど、スーツで言われると説得力が違うような。

　……それだけじゃない。

　私はジンくんの思惑どおり、彼のスーツ姿を見て惚れ直すような気持ちになってしまっている。

　前方の信号が黄色になった。

　車はゆっくりとスピードを落とし、信号が赤になるのと同時に停止線ぴったりな位置で止まる。

「返事、待ちますって言いました。だから前のはまだ待ちつつ、もう一回告白します。好きです。アサコさん」

　彼は前を見つめている。

　強い眼差しだ。

　赤信号の時間はまだまだある。

　何か言わないわけにはいかない。

「私は」

「……はい」

　緊張した空気。彼が少しあごを引いて、生唾を飲み込んだような気配。

「私は……きみが心配」

「心配？」

「私は年上だし」

「……」

　もっと他に良い人がいるよ、と言う気分にはなれなかった。それは今の気持ちの半分だけで──考えていることはもうひとつある。

「きみの前にはまだ……将来とか、人生とか、いっぱい開けてるのに。私と一緒にいて、本当にきみが幸せになれるのか……。それが心配……です」

　ジンくんは私の言葉をすべて聞いてからゆっくりと息を吐いた。

「……なるほど」

　ハンドルを握った腕が少し下がる。

「やっと本音を言ってくれましたね」

「……たぶん、ね」

　今までの穏やかな関係が心地いいからだと、今この瞬間までは思っていた。でも二度目の告白を受けて、私は自分のなかにある不安を自覚した。

「──子供扱いしないでください」

「そういう意味じゃ──」

「いえ、そういう意味ですよ。自分の将来は自分で切り開きます。その先にある、あなたが隣にいる未来が俺は素敵なものだと思って──いや」

　一旦言葉を切ってからジンくんは続ける。

「あなたと過ごす未来を素敵なものにします」

　信号は青になる。その瞬間、車は再びゆっくりと動き出す。

　私の言葉を聞いても、今まで道路を走ってきた感じと何らかわりのない、自信に満ちて安定した運転ぶりだった。

　年下の男の子、ではなくて──ひとりの一人前の男なんだ、という感想が強く胸を衝く。

「アサコさん──」

「あ──あの、ごめん。ところでこの車、どこに向かってるの？」

「え？　家ですけど。送り迎え──」

「そうなの？　私の家、この道じゃない気がするけど……」

　だいたいジンくんは私の住所まで知ってたんだっけ、と思ったところで彼はぽかんと口を開けた。

「そ……、そうでした。俺、いま自分の家に向かってました。すみません。緊張してて……。送り迎えなんだから、アサコさん家ちに行かないとおかしいですよね」

　やってしまった、という風に彼は悔しそうな表情になる。だけどやっぱり運転ぶりの安定感にブレはなくて、私は素直に笑い声をあげてしまっていた。




　ナビに住所を入力して、車は私の家の前に着いた。

「……いつまで笑ってるんですか」

「だって、あのときの顔……ふふ、あはは……」

「格好つかなかったなぁ……」

　全然そんなことないよと胸のなかでだけ言う。

　ばつが悪そうに頭をかいていても、そのスーツ姿はやっぱりさまになっている。

「じゃあ、まあ、えっと……。今晩はこれで。良かったです。付き合ってもらえて」

「男心が満たされた？」

「そんな感じですね」

　はにかんだ笑みを見せたジンくんがお休みなさいと頭を下げかけたところで私は遮った。

　ほんの少し、だけど大きな勇気を出して──言ってみる。

「せっかくだから……コーヒーでも飲んでいく？」

「──。は、はい！」

　アサコさんが淹れたコーヒーが飲めるなんて、と彼は素直にはしゃいでくれていた。

　だけどはしゃぎすぎて迂闊になっていたのだろうか、ジンくんはコーヒーのカップを倒してしまった。

「すみません！　ラグ、シミになっちゃうかも──」

「大丈夫、もうけっこう長く使ってるものだし。気にしないで」

　お互いの服に熱いコーヒーがかからなかったのだけは救いだ。全然なんてことない。

「お風呂場でちょっと洗ってくるね」

「ほんとすみません……」

　申し訳なさそうに肩を落としている姿を見ると少し可哀想になる。

　小さめとはいえラグを洗面台で洗うことはさすがにできない。お風呂場に持ち込んで、シャワーからお湯をかけていると──。

「すみません勝手に来ちゃって。俺が洗います」

　ジンくんがワイシャツ姿になってお風呂場に現れた。

「いいよ、大丈夫。私が──」

「いえ、ここは俺が」

　なんて押し問答をしているうちに──。

「うわ!?」

「あ、ごめん！」

　今度は私が粗相をした。しゃがんだジンくんの肩から胸にかけて、シャワーを当ててしまったのだ。数秒のことだけど彼の胸元は当然ずぶ濡れになってしまう。

「ごめん！　本当にごめんなさい。せっかくスーツなのに。ごめんね」

「大丈夫です。お湯だったから冷たくもないし」

「ううん、ごめん。ごめんね。えっと、とにかく着替えないと──」

「……ぷ、あは、あはははは」

「笑ってる場合じゃないよ。そのままだと風邪ひいちゃう」

「いや……すみません。おかしくて。それにアサコさんのそんな顔初めて見るから、新鮮で」

「もう……ふざけてないで」

「ごめんね、って何回も言うから。なんか笑っちゃいました」

　ちょっと頬が熱くなる。確かに焦ってしまってごめんを繰り返してしまった。

「悪いと思ってるんだから当然でしょ、謝るのは」

「そうですね。でもやっぱ……アサコさん、可愛いなって思いました」

「え──」

　狭いお風呂場のなか。お互いしゃがんだ姿勢のまま。ジンくんが膝をつき、私のほうに乗り出してくる。スーツの膝まで濡れてしまった、なんて考えてる場合じゃない。

「……ジンくん？」

「今のでちょっとわかった気がします」

「何が」

「アサコさん、本当に悪いと思ってたり焦ったりしたらこんなにごめんねって言うんですね」

「そりゃ……言うけど……」

「俺の告白には言わなかった」

「あ──」

「アサコさん。好きです」

　今このタイミングで、ごめんなさいという言葉は浮かんでこなかった。

　ジンくんが更に体を乗り出してくる。

　そして濡れた体で私をゆっくりと抱きしめたあと──キスをした。

　まず確かめるように軽く。浅く。

　それから──徐々に深く。

　そうされてもまだ私の口は「ごめんなさい」という言葉を発そうとはしなかった。それで──私もやっと自分の気持ちを確かめられた。

「じ、ジンくん……」

「あ……そうだ。名前。俺、本名はシンジって言うんです。真しん治じ。よかったらそう呼んでもらえますか」

「……真治」

「はい、アサ──」

「……ともこ。朝の子って書いて、朝とも子こ」

「なるほど、それで……。朝子さん」

「はい」

「好きです。朝子さん……朝子」

　間近で見つめ合う。

　濡れたまま。シャワーのお湯はもう止まっているけれど、お風呂場のなかには微かに湯気が立ち込めている。

「私も好き。真治……」

「……！　良かった。嬉しいです」

　今度は強めに抱きしめてくる。そして─もう一度キス。

　数十秒経って唇を離してから、もう一度見つめ合ってみると──彼の瞳は微妙に挑戦的な光を帯びていた。

「あと二回。好きって言ってください」

「どうして……？」

「俺は告白したの、さっきので三回目で。待ってるぶんが二回残ってるんです」

「……っ」

　言葉に詰まる。

　言いたい、とも思うけれど──唇も舌もなかなか感情についてこない。

「言ってくれないんですか」

「ま……待って。こんなこと言うの、久しぶりで、なかなか……」

「……可愛い」

　真治くんの瞳は挑戦的な光を帯びたままだった。

「言えないなら、言わせます」

　彼は私の肩を抱いたかと思うと──いきなり立ち上がった。

「きゃ!?」

　私は彼に抱きかかえられた形になる。そして浴槽の縁に私を腰掛けさせた。

「好きって言いたくなるまで……しますから」

「え、あ──」

　不安定な場所に腰掛けている私の背を彼の左手が支えつつ、またキス。

　それからゆっくりと右手での愛撫が始まった。

　まず首筋に触れてから次は肩、そして胸……ゆっくり手は下りていく。

　半分だけ脱がされたような格好のまま、彼の大きな手が私の肌に張り付く。

　唇には、唇と──舌の感覚。

「ん……ぁ、は、あ……」

　キスと手での愛撫を同時にされて、頭がすぐにぼうっとし始める。

「うぅ……はぁ、ん……！」

「声、出さないで。お風呂場からだと外に聞こえるんじゃないですか」

「あ──」

　ぼんやりと上気していた思考が若干の怖気に震えた。マンションの廊下を歩いていて、お風呂場のシャワーの音が聞こえてきたことは何度もある。

「真治くん……、ぅ、はぁ、ん……っ」

「そんな顔もするんだ」

　自分がどんな顔をしてるかなんて想像できない。ただ必死にせり上がってくる感覚を我慢しているだけだった。

「す……」

「…………」

　愛撫される感覚から逃れたくて言いかける。だけどやめる。そんな理由で言ったらいくらなんでも失礼すぎる。

「どうしたの？　言ってくれないんですか」

「だ、だって……、もっと、ちゃんと……、あ……！」

　私の意図を察したのかどうか──真治くんの手の動きは更に情熱的になった。
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　唇は私の唇からは離れ、首筋を食はむように吸っている。

「真治くん、なんか……ちょっと……」

「なんですか」

「ぁ、ん……！　Ｓっぽいよ……？」

「そういうところも趣味が合うかもしれないって思ってたんです」

　口調は今までと変わらず丁寧なのに響きが違って感じる。彼の声が耳じだ朶を打つたびにますます体の奥に熱が募っていく。

「はぁ、ぁ、ん……！」

　彼の手が下ろされていき、下半身に達した。

「だめ、そこ……っ」

「だめじゃないですよ。ほら」

　しめやかだけどわずかに粘ついた音が鳴った。自覚した途端に、麻痺してしまうような感覚が背筋を走り抜けていく。

「濡れてますね」

「言わないで……」

「濡れやすいんですか？」

「……っ」

　答えられずにただ俯く私。体の力も弛緩して抜けてしまっていて、もう彼の左手の支えなくしては座っていることもできない。

「大丈夫です。俺に任せて……朝子」

「あ、ん……！」

　呼び捨てにされた後、体が浮き上がるような感覚が訪れた。

　真治くんの腕が微妙に上下しているのが視界の端に映る。

「はぁ、あ……だめ、それ……！　あ、あ……！」

　浮き上がるような感覚が大きくなる。彼の指先が粘膜を割り開いて、その奥にある芽を見つけ出す──。

「ん……！　あああぁ……っ」

「声、まずいですよ」

「だって……っ」

　楽しむような、そしてどこか生真面目な指の動きが私を追い詰めていく。

　自然と背が丸まって、股も中途半端に開いてしまう。

「……っ」

　切羽詰まった声をあげてしまいそうになった瞬間に強めに抱き寄せられる。

　彼の腕のなか。

　胸にすがりつくようにしながら──。

「朝子。好きだ」

「ん、ぁ、あ……ッ」

　四度目の愛の言葉にとどめをさされた。

「っ、はぁ、はぁ……！」

　息が止まって全身に力が入った後に一気に抜けていく。

「……朝子さんが可愛いからまた言っちゃいましたよ」

「う……ん……」

「でもそれでいいのかも。たぶん俺のほうが好きが大きいから」

「私だって……。真治くんのこと……」

　好きだと言いたい。

　今度は本当に言おうとした、けれど──唇を塞がれた。

「すみません。もう少し後で聞きたくて」

「後……？」

「朝子さんと……繋がりながら。聞きたいです」

「……っ」

　彼の手が私の髪を撫でる。

　ゆっくり丁寧に、指先で梳とかすように。そんな微かな感覚さえ今の私の体が官能として受け取ってしまっていることを自覚した。

「……うん」

　私が頷くと彼はワイシャツのボタンに手をかけた。

　半分以上濡れてしまった服はお風呂場に脱ぎ捨てると、ジンくんは私は抱きかかえてベッドまで運んだ。

「自分で歩けるのに……」

「本当ですか？　ふらふらだったじゃないですか」

　二人してベッドに腰掛けている。ただし並んで座っているわけではなく、私は彼の膝の間に座らされていた。

　背中には──熱い隆起を感じる。

「朝子さん」

「……うん」

「俺、もうさすがに我慢できないです」

　後ろから抱きしめられ、横倒しにベッドに寝転がる。

「……入れたい。入れます」

「あ……、ゆ、ゆっくり……」

「はい」

　側位に近いような姿勢。秘所に熱いものがあてがわれた。

　先端が何度か往復して慣らしてから──挿入が始まる。

「ん……あ……！」

　恥ずかしいほど濡れていても、体格差のせいか挿入は決して楽ではなかった。

　私をいっぱいに割り開き、熱い杭のようなそれが下腹の芯まで打ち込まれていく。

「……きつくないですか」

「だ、大丈夫……」

「無理してますよね。……可愛い。ありがとう」

　何の礼なのか、明滅する意識のなかではもう判断できなかった。

　硬いものがどんどん奥まで入ってくる感覚だけで精一杯になってしまう。

「……すげー気持ちいい」

　ぼそりとつぶやかれたセリフを聞いてどこか安心もする。

「もうちょっと……いや、ほんとはここからはもっと……優しくしたかったんですけど」

「ぅん……？」

「無理そうです。すみません」

「っ、あ、ん……！」

　ゆっくりとしたピストンが始まる。何度か確かめるように慎重に往復したかと思うと──だんだん激しい動きに変わっていく。

「あ、ん……！　ああ、はぁ、ああ……っ！」

「きついですよね……」

　気遣わしげな言葉とは裏腹に、私は大柄な彼に全身を拘束されているようなものだった。

　たくましい腕に上半身を抱きかかえられ、逃げることなんてできない。ずん、ずんとピストンのたびに奥に響く。

　それだけでもすぐにわけがわからなくなりそうなのに、それだけで終わらず──。

　彼の片手が股間にまで下りてくる。

「……！　あ、だめ、それ……！」

「少しでも楽になるように──」

　彼の手が結合部に触れる。そして少しだけ上に移動して、割り開かれた粘膜の奥にあるクリトリスを擦った。

「んん……！　あ、あぁ……！」

　ちかちかと脳裏に火花が走る。

「気持ち良くなってください……っ」

　彼の声も切羽詰まり始めている。

　私は言わずもがな、抽挿の感覚とクリトリスからの単純だけど突き上げるような快感で強い官能に襲われた。

「じ……、真治……っ」

「朝子……！」

「あ、ぅ……、待っててくれて、ありがとう……」

「……！」

　彼が息を呑むような気配がしたと思う。なけなしの理性と思考でどうしてなのかと考えて、たぶん私がまた「ごめん」とは言わなかったからだろうと気付く。

「あ、ありがとう……。いっぱい好きって言ってくれて……」

「……うん」

「私も……好き……」

「俺も。何度でも言います。好きです……！」

　強く抱きしめられる。

「もう……離したくないです。そばにいてください……」

　腕で拘束される。だけど痛みなんてまったく感じない。

　全身を包まれるように抱きしめられるのがただ心地いいだけだった。その外側の心地良さに、内側から突き上げられる官能が加わる。

「もうすぐ……！」

「うん、きて……っ」

　なかで一回り膨らんだような感覚。それが何度か往復した後に、熱い迸ほとばしりが体の奥にあらわれる。

「っ、あ……！」

　彼の発したくぐもった声と体の震えを私はなんとか受け止めた。




　ぼんやりしたまま体を起こそうとして、それができないことに気付く。

　彼の腕は私の体を抱きしめたままで──あの後の姿勢のまま二人して寝入ってしまっていたらしい。

「……真治くん？」

　背後で微妙に身じろぎした気配。

　それと──どこか押し殺したような寝息。

「……寝てるフリしてるでしょ」

「バレましたか」

　微妙に口をとがらせた雰囲気で言ってくる。

「あの……動けないんだけど」

「そうですね」

「そうですね、じゃなくて。動けない」

「困りましたね」

「困ってます」

　ちょっとしたいたずらのつもりなのか、真治くんは私の体をまだ離そうとしない。

　仕方がないから諦めてしばらくそのままで居ると──拘束はゆるんだ。

　私はやっと体を動かして、というよりは回転させて──彼の顔を見た。

　間近で見つめ合う。

　裸のまま。お互いの体温を感じながら。

「どうかしましたか。じっと俺なんかの顔見て……」

「……好き」

「────」

　彼はぽかんと口を開けてから、はにかんだような笑みを浮かべた。

「あったかいね」

「はい──」

「この温度も好き」

　彼は笑みを浮かべたまま私を正面から抱きしめた。もっと強くお互いの体温のあたたかさを感じた。

★おわり★
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